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太古代中期のクリバービル縞状鉄鉱層: DXCL2掘削報告 1
Mesoarchean Cleaverivlle Iron Formation: DXCL2 drilling preliminary report
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縞状鉄鉱層は２価鉄が酸化することで３価鉄になり沈殿し形成したものであり，２３億年前の大酸化作用以降はラピュ
タン型以外の縞状鉄鉱層は報告されておらず，大気の酸化作用を示す重要な証拠となる。縞状鉄鉱層は２６?２４億年前
の地層が有名であるが，太古代中期にも各地で報告されている。クリバービル縞状鉄鉱層はピルバラクラトンにおいて
も有名な太古代中期の縞状鉄鉱層であり，その成因は太古代中期の海底や表層環境復元の鍵をもつ地層である。我々は
2011年 11月にこの縞状鉄鉱層およびその前後の地層について掘削をおこない，太古代中期の縞状鉄鉱層堆積環境の復
元を目指している。今回は，掘削により新しく明らかになった地層層序について述べる。
層序　クリバービル縞状鉄鉱層は，クリバービル層上部に分布する。クリバービル層は層厚約 400ｍであり，下位部

層は黒色頁岩を主とし，上位にマグネタイト層が顕著な縞状鉄鉱層からなる。クリバービル層は下位のデキソン枕状玄
武岩に整合的にかさなり，最上部は褶曲軸により地層が欠落するが，リザードヒル層（66ヒル部層）の砂岩・黒色・白
色チャート，チャート角礫層が不整合で重なる。デキソン枕状玄武岩の下位には熱水活動を記録するデキソンアイランド
層がある。2007年の DXCL掘削では，上部デキソンアイランド層のチャート層と下部クリバービル層の黒色頁岩層にて
新鮮で連続性の良いコアが取得している。
今回の掘削では前回取得した CL1コアの層序的上位にあたる黒色頁岩層の上部から縞状鉄鉱層にかけて，210ｍの連

続コアを取得した。地層は大きく４つの部分に区分され，下位から１）黒色頁岩層（CL 1コアサンプルと類似），２）淡
緑色?白色層状チャート層，３）縞状マグネタイト・チャート互層，４）黒色頁岩・チャート互層からなる。陸上調査で
は，黒色頁岩・チャート互層の上位にマグネタイト層はもう一層ある。掘削時に鉄鉱層の有無を調べる為に簡易帯磁率
計を使い，その分布を調べた。
コア観察によると黒色頁岩層には斜交葉理を含む火山岩砂岩を挟み，その上位は淡緑色?白色チャート層はデキソン

アイランド層下位に見られる淡緑色チャートと類似し，コマチアイト質の火山岩凝灰岩層の可能性がある。マグネタイト
層は淡緑色?白色チャート層上位において，徐々に量比を増して重なり，厚いマグネタイト層になる。上位の黒色頁岩・
チャート互層は間にマグネタイト層を所々挟む。石英を多く含む砂岩層は掘削コア中には全く含まれていなかった。
予察的な考察であるが，中期太古代の縞状鉄鉱層の形成には，１）大量の有機物層（有機物はシアノバクテリアの沈

殿物），２）熱水起源のチャート層が関連しており，熱水活動によって比較的酸化されつつある海底に熱水活動にとも
なって鉄が供給されることにより沈殿していった可能性が示唆される。この層序はハマスレー層群やデキソンアイラン
ド層にもみられ，縞状鉄鉱層の形成過程を示す重要な条件を示していると考えられる。
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